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　中国では経済回復が期待され、そのタイミング
が近付きつつある。上海のロックダウンが6月か
ら解除される見通しとなった。先行指標のM2
(現金通貨や預金通貨など)動向なども踏まえると、
中国経済は7月頃から本格回復する可能性がある。
　米国では各地区連銀の新規受注見通しの悪化で、
製造業景気の鈍化が想定される。6・7月にFFレ
ートの0.5％利上げは市場予想の範囲だろうが、
それ以降の動向が見込みにくい。8月のジャクソ
ンホール会合がリスク要因となりそうだ。米連邦
準備理事会は利上げペースを上げているが、景気
失速で利上げ休止が視野に入った場合、経済悪化
の中で株式相場は一時的に復調する可能性がある。
　物色面では、外需業種と自社株買いに注目した
い。内需業種はインバウンド再開が長期的な成長
要因になろうが、当面は業績好調で円安メリット
もある外需業種と考える。６月は３月期決算企業
の株主総会が集中することで、新年度の自社株買
いが積極化する可能性がある。 (5/26 田部井)

中国経済の回復でリバウンドに期待

5月の銘柄・業種別騰落率（4/28→5/25）業績好調な外需業種と自社株買い企業



銘柄
スクリーニング
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◇今期営業増益計画で、かつ株価指数よりも戻りの大きいプライム市場銘柄。
（選択条件）
・決算期3月の東証プライム市場上場銘柄。
・22.3期の実績ROE8％以上、23.3期の営業利益計画が前期比プラス（会社計画）。
・株価が22年1-4月に付けた年初来安値から出直り、過去1カ月リターン3％以上15％以下（TOPIX：0.1％）。
・200日移動平均に対して株価上方かい離20％以下、または下方かい離3％以下（TOPIX：下方かい離3.9％）。
・25日平均売買代金4,000万円以上、時価総額300億円以上の銘柄からチャート形状を勘案して選択。

（データは5月24日現在）

株価指数よりも戻りの大きい銘柄
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直近決算集計直近決算集計

　22.3期決算が出揃った。1-3月と通期の結果は(図表1)の通り。1-3月に純利益が赤字となった主要因
はソフトバンクG(9984)の投資損失の影響である。
　22.3期は会社計画に対して営業利益で3％、純利益で8％程度上回ったが、市場コンセンサスに対して、
共に3％程度下回った。

　東証プライム市場の今期会社計画は売上
高が前期比9％増、営業利益が3％増、純
利益が4％減。

　業種別では陸運と小売の回復が目立つ。
鉄道各社と飲食店が経済再開を見越して黒
字転換を計画している。医薬品は4月に日
本市場での薬価改定による販売価格下落が
あるが、大手各社は海外展開を強化してお
り、総じて堅調な見通しを出している。
　一方、輸送用機器はマイナス。デンソー
(6902)やSUBARU(7270)など増益企業
もあるが、トヨタ（7203)の影響が大き
い。食料品と化学は原材料価格の高騰を織
り込んで営業減益計画である。

Ⅰ 東証プライム市場の22.3期営業利益は前期比48％増

Ⅱ 東証プライム市場の23.3期会社計画営業利益は前期比3％増
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　3月期決算企業で時価総額上位の約500社から今期営業最高益を計画しているのは150社程度で約3割。
時価総額と売買代金が大きく、営業利益の伸び率が高く、数期ぶりの営業最高益を計画している企業を選
んだ。

　22年2月時点の東証1部12月期決算企業の今期会社計画は売上高で前期比7％増、営業利益で9％増、
当期利益で4％増だった。
　東証プライム市場に変わり、その1-3月決算は売上高が13％増、営業利益が14％増、当期利益が7％減。
当期利益の減益はブリヂストン(5108)の防振ゴムや化成品を非継続事業にしたテクニカルな要因やナブ
テスコ(6268)の株価評価損、楽天G(4755)のモバイルへの先行投資の影響が大きい。
　1-3月で上方修正する企業は上期計画に対しては上振れているだろう。(図表4)は1Qで上方修正した企
業のうち、時価総額の大きいものを選んだ。 (高橋)

Ⅲ 12月期1-3月決算で上方修正した企業
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大幅安後、自律反発する銘柄も
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6月の
スケジュール
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主要国のインフレ対策と景気への影響を注視


